
【取組内容④】 研修での活用方法、業務改善に向けて②

広島市立牛田小学校（広島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-６

校内活用シートの作成

資料等のドライブへの移行 Google Classroomを掲示板代わりに活用

「校内活用シート」というGoogleスプレッドシートを作成し、
学年ごとにICT活用に関する実践を蓄積・共有できるように
した。シートに記入する内容としては、教科や使用したICT
機器・コンテンツ、活動内容・活用場面、資料等があり、実
践者が記入する。

◎多様な活用の仕方に触れることができる。
◎研修会を持たなくても活用法を共有できる。

これまで学校用サーバーに保存していたデータを、Google
ドライブへ移行し、保存するようにした。

◎いつでもどこでも資料を見れる。
◎共同編集ができる。
◎印刷する手間や資源の削減ができる。

全教員を招待したクラスをGoogleClassroomで作成し、
暮会等で共有していた情報を、ストリームに投稿し、情報を
共有できるようにした。

◎いつでもどこでも資料を見れる。
◎通知がタブレット上に出るため、見落としが減る。

〇校内活用シートを用いて、教職員間でICTを使った実践や活用方法を
 共有し、更なる効果的なICT活用を目指す。
〇Google for educationの各種ツール（Googleカレンダー、
 Googleチャット等）を用いて、更なる業務の効率化を図る。
〇来年度に向けて、紙媒体での学校プリントの配付廃止を目指す。
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